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一
〇
月
と
い
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

当
館
に
も
ス
ポ
ー
ツ
を
題
材
と
し
た
資
料

が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
砲
丸
投

げ
と
槍
投
げ
を
題
材
に
し
た
桂
信
春
が
制

作
し
た
彫
金
で
あ
る
（
写
真
）
。
も
と
も

と
は
区
役
所
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

彫
金
は
額
装
さ
れ
て
お
り
、
右
下
に
は

プ
レ
ー
ト
が
あ
り
、
「
昭
和
七
年
十
月
市

郡
併
合
に
よ
り
初
代
区
議
会
議
員
に
選
ば

れ
た
る
有
志
を
も
っ
て
こ
の
額
を
寄
贈
す

る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
五
月
五

日
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
以
下
、
寄
贈
者

の
名
が
連
な
っ
て
い
る
。

　

寄
贈
者
の
名
は
、
市
川
忠
吉
（
千
住
柳

町　

※
町
名
は
選
出
当
時
の
も
の
〈
以
下

同
じ
〉
）
・
石
倉
金
次
郎
（
千
住
東
町
）
・

飯
塚
充
太
郎
（
西
新
井
町
）・
櫟
原
五
郎
（
千

住
河
原
町
）
・
千
ヶ
崎
嘉
助
（
花
畑
町
）
・

遠
田
漂
治
（
大
谷
田
町
）・
鴨
下
栄
吉
（
東

島
根
町
）・
瀧
澤
長
之
助
（
千
住
中
居
町
）・

宇
田
川
元
造
（
千
住
龍
田
町
）
・
小
宮
直

太
郎
（
元
木
町
）・
新
井
京
太
（
千
住
旭
町
）・

木
島
松
五
郎
（
栗
原
町
）・
清
水
金
次
郎
（
島

根
町
）
・
清
水
宗
忠
（
千
住
龍
田
町
）
・
弘

澤
快
龍
（
伊
興
町
）
・
関
原
春
重
（
千
住

三
丁
目
）
ら
十
六
名
で
、
櫟
原
五
郎
氏
は

初
代
副
議
長
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

　

こ
の
彫
金
を
作
成
し
た
の
は
、
桂
信
春

と
い
う
人
物
で
、
彫
金
と
と
も
に
経
歴
を

記
し
た
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
桂
氏
は
明
治
三
一
年
（
一
八
九

八
）
に
東
京
市
浅
草
猿
若
町
に
生
ま
れ
、

明
治
四
五
年
に
千
住
尋
常
高
等
小
学
校
を

卒
業
後
、
父
光
春
氏
に
弟
子
入
り
し
て
彫

金
修
行
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
政
府
が

主
催
し
た
官
設
美
術
展
の
文
部
省
美
術
展

覧
会
（
文
展
）
や
帝
国
美
術
院
展
覧
会
（
帝

展
）
、
戦
後
の
日
本
美
術
展
覧
会
（
日
展
）

な
ど
に
十
六
回
も
入
選
し
て
い
る
。
さ
ら

に
昭
和
一
四
年
に
は
国
宝
の
法
隆
寺
夢
殿

観
音
の
厨
子
の
金
具
を
制
作
し
て
お
り
、

そ
の
技
術
力
は
当
時
の
最
高
峰
に
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
桂
氏
は
千
住
尋
常
高

等
小
学
校
を
卒
業
し
て
お
り
、
足
立
区
に

ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
だ
っ
た
た
め
、
彫
金

の
作
成
を
依
頼
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
彫
金
は
具
体
的
な
寄
贈
の
動
機
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
。
昭
和
三
六
年
は
、
初

め
て
区
議
会
議
員
が
選
ば
れ
て
か
ら
二
九

年
目
に
あ
た
り
、
節
目
と
な
る
よ
う
な
年

で
は
な
い
。
ま
た
、
当
時
、
区
内
で
大
き

な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
催
さ
れ
た
こ
と
も
な

い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
い
っ
た
い
こ

の
彫
金
は
何
の
た
め
に
寄
贈
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
当
時
の
社
会

的
な
雰
囲
気
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
た
活
動
の
一
環
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

日
本
は
、
戦
前
の
昭
和
一
五
年
に
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
た
が
、
政
治
的
な
問
題
に
よ
り
、

昭
和
一
三
年
七
月
に
開
催
を
辞
退
し
た
。

そ
の
七
年
後
、
日
本
は
終
戦
を
迎
え
、
国

全
体
が
戦
災
と
貧
困
に
あ
え
ぐ
こ
と
に
な

り
、
東
京
は
空
襲
に
よ
っ
て
焼
け
野
原
と

桂

　

信
春
の
彫
金
に
つ
い
て

―
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
関
係
を
探
る
―

佐
　
藤
　
貴
　
浩
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な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
は
驚
異
的

な
復
興
を
遂
げ
て
い
く
。

　

昭
和
三
一
年
の
『
経
済
白
書
』
に
は
「
も

は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
記
さ
れ
、
昭
和

三
五
年
に
は
池
田
勇
人
首
相
の
推
進
す
る

所
得
倍
増
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
日
本

は
高
度
経
済
成
長
の
真
っ
只
中
に
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
中
、
昭
和
三
四
年
五
月

二
六
日
に
西
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開

催
さ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
さ
れ
た
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
復
興
し
た
日
本
が
、
そ

の
姿
を
世
界
に
伝
え
る
た
め
の
国
家
を
挙

げ
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
歴
史
の
中
で
改
め
て
彫
金
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
彫
金
に
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
直
接
的
に
示
す
箇
所
は
な
い
が
、
日
本

代
表
の
選
手
を
彫
っ
て
い
る
こ
と
（
選
手

の
胸
に
日
の
丸
が
彫
ら
れ
て
い
る
）
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
後
と
い
う
時
期
か

ら
み
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
振
興
の
た

め
制
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
国
家

を
挙
げ
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を

推
進
す
る
中
で
、
区
議
会
議
員
の
有
志
た

ち
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
制
作
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

彫
金
が
作
ら
れ
た
二
年
後
の
昭
和
三
九

年
）
一
〇
月
七
日
、
足
立
区
内
を
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
が
通
過
し
、
区
役
所
前
で
は
テ
レ

ビ
中
継
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
一
〇
日
に

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
、
日
本
は

世
界
に
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
彫
金
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

係
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
当
然
彫
ら
れ
る
は

ず
の
五
輪
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
関
係
を
想
定
す
る

の
は
早
計
か
も
し
れ
な
い
が
、
ひ
と
ま
ず

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
考
え
た

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
桂
信
春
と
い
う
当

時
の
最
高
峰
に
あ
っ
た
彫
金
師
が
千
住
尋

常
高
等
小
学
校
の
出
身
で
、
足
立
区
に
そ

の
作
品
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
広
く

知
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

  
（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

千
住
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

 
自
転
車
レ
ー
ス

奥
村
　
麻
由
美

　

記
録
に
残
る
世
界
最
古
の
自
転
車
が
製

作
さ
れ
た
国
が
日
本
で
あ
る
こ
と
を
ご
存

知
で
あ
ろ
う
か
。
現
・
埼
玉
県
本
庄
市
の

あ
た
り
の
名
主
で
あ
っ
た
庄
田
門
弥
と
い

う
人
物
が
享
保
年
間
頃
（
一
七
一
六
～

一
七
三
五
年
）
発
明
し
た
「
陸
船
車
」
と

い
う
も
の
で
、
当
時
流
行
し
て
い
た
か
ら

く
り
を
応
用
し
た
発
明
品
で
あ
っ
た
。
見

た
目
は
名
の
通
り
小
型
舟
に
四
つ
の
木
製

車
輪
が
つ
い
た
よ
う
な
形
状
で
、
足
元
の

板
を
踏
ん
で
進
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

お
よ
そ
今
日
イ
メ
ー
ジ
す
る
自
転
車
と
は

程
遠
い
が
、
少
な
く
と
も
「
足
漕
ぎ
式
で

自
走
す
る
乗
り
物
」
で
あ
っ
た
点
に
お
い

て
は
、
世
界
最
古

の
自
転
車
で
あ
っ

た
。
当
時
、
乗
り

物
と
い
え
ば
船
以

外
の
イ
メ
ー
ジ
が

な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
と
い
う
点
も
推

測
出
来
て
面
白

い
。
時
の
将
軍
徳

川
吉
宗
も
上
覧
し

た
と
記
録
が
あ

り
、
ま
た
こ
れ
に

興
味
を
持
っ
た
彦

根
藩
士
平
石
久
平

次
が
詳
し
い
図
面

を
残
し
、
平
石
自

身
も
「
新
製
陸
船

車
」
と
い
う
門
弥

版
に
ハ
ン
ド
ル
の

よ
う
な
も
の
が
つ

い
た
改
良
版
を
製

作
し
た
。
現
代
の
自
転
車
の
本
場
欧
州
で

自
転
車
の
原
型
が
開
発
さ
れ
始
め
る
十
八

世
紀
よ
り
、
百
年
近
く
以
前
に
国
内
で
こ

の
よ
う
な
技
術
が
生
ま
れ
て
い
た
点
は
注

目
し
た
い
。
残
念
な
が
ら
こ
の
時
代
は
物

流
の
新
技
術
開
発
に
厳
し
い
制
限
が
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
の
改
良
や
実
用

化
に
は
遠
く
、
変
わ
っ
た
発
明
品
の
域
を

出
な
か
っ
た
が
、
自
転
車
史
の
中
で
は
小

さ
く
も
興
味
深
い
一
件
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

さ
て
、
現
在
と
近
い
形
の
自
転
車
が
国

内
に
広
ま
っ
た
の
は
、
海
外
か
ら
輸
入
さ

れ
始
め
た
明
治
初
期
か
ら
で
あ
る
。
大
変

高
額
で
、
現
在
価
格
で
換
算
す
る
と
お
よ

そ
一
台
四
百
万
円
程
度
の
、
現
代
で
い
う

高
級
自
動
車
に
該
当
す
る
よ
う
な
憧
れ
の

品
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
今
の
一
般
自
転
車

の
よ
う
な
荷
載
機
能
は
な
く
、
自
転
車
税

も
か
か
る
と
な
れ
ば
、
貴
族
や
富
裕
層
の

ご
く
一
部
が
所
有
出
来
る
だ
け
で
あ
っ

た
。
こ
の
頃
、
徳
川
家
最
後
の
将
軍
慶
喜

が
自
転
車
を
気
に
入
り
、
よ
く
遠
乗
り
し

て
い
た
と
い
う
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。



（3）第 596号 足　立　史　談 平成 29年 10月

　

や
が
て
自
転
車
は
新
し
い
時
代
の
交
通

手
段
と
し
て
象
徴
的
存
在
に
な
り
、
よ
う

や
く
一
般
庶
民
に
も
普
及
し
始
め
た
。
明

治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
国
産
自

転
車
の
生
産
が
さ
れ
て
い
た
と
い
う
最
古

の
記
録
が
残
っ
て
い
る
（
国
産
初
の
も
の

か
ど
う
か
は
不
明
）
。
こ
の
頃
か
ら
、
国

内
で
も
盛
ん
に
自
転
車
レ
ー
ス
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
当
時
、
自
転
車
ク
ラ
ブ
は
ブ
ー
ム

の
盛
り
上
が
り
に
合
わ
せ
て
い
く
つ
も
誕

生
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
現
在
の

日
本
国
内
の
自
転
車
競
技
を
統
括
す
る
公

益
法
人
「
日
本
自
転
車
競
技
連
盟
」
の
前

身
で
あ
る
「
東
京
輪
士
会
」
が
あ
る
。
こ

の
会
が
明
治
四
十
一
年
四
月
十
三
日
、
第

一
回
公
式
競
技
会
と
し
て
主
催
し
た
際
の

レ
ー
ス
会
場
が
、
千
住
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
別

名
・
牧
の
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
で
あ
っ
た
。

千
住
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
緑
町
の
荒
川
堤
（
現

在
の
墨
堤
通
り
）
沿
い
に
あ
っ
た
運
動
場

で
あ
る
。

　

当
時
の
記
録
に
よ
る
と
、
荒
川
堤
周
辺

は
川
堤
ら
し
く
何
も
な
い
土
手
で
あ
っ
た

が
、
自
転
車
競
技
の
ト
ラ
ッ
ク
コ
ー
ス

が
あ
り
、
桜
の
時
期
に
行
わ
れ
る
レ
ー

ス
は
花
見
と
相
俟
っ
て
大
変
な
盛
況
ぶ

り
で
あ
っ
た
と
い
う
。
千
住
緑
町
は
一

時
「
自
転
車
競
走
場
く
ら
い
し
か
な
い

原
っ
ぱ
」
と
も
い
わ
れ
、
千
住
遊
郭
移
転

計
画
の
候
補
地
に
も
な
っ
て
い
た
が
（
そ

の
後
遊
郭
街
は
、
柳
町
へ
の
移
転
と
な

る
）
、
逆
を
言
え
ば
、
そ
れ
だ
け
自
転
車

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
の
認
知
度
は
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
『
足
立
史
談
』
第
二
五
八

号
の
「
大
正
バ
イ
コ
ロ
ジ
ー
（
安
藤
義

雄
）
」
に
よ
れ
ば
、
千
住
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
自
転
車
競
走
専
用
の
本
格
的
な
コ
ー
ス

が
作
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
明
治
四
十
一

年
（
一
九
〇
八
）
の
こ
の
レ
ー
ス
の
新
聞

記
事
に
は
、

　
　

「
桜
爛
漫
の
荒
川
堤
」

　 

東
京
輪
士
会
主
催
の
全
国
自
転
車
大
競

争
は
昨
日
午
前
十
一
時
よ
り
北
千
住
の

常
設
グ
ラ
ン
ド
で
挙
行
さ
れ
た
が
、
恰

も
近
来
の
好
日
和
な
れ
ば
上
野
向
島
の

色
褪
せ
た
花
を
見
ん
よ
り
荒
川
の
遅
梅

が
よ
い
と
見
物
は
一
様
に
一
銭
蒸
気
で

押
し
懸
け
る
。
千
住
寄
り
の
桜
は
雪
に

も
雨
に
も
犯
さ
れ
ず
今
が
真
盛
り
艶
々

と
し
た
花
弁
が
一
片
一
片
東
風
に
あ
ほ

ら
れ
て
袖
に
懸
る
様
の
得
も
云
は
れ
ぬ

見
事
さ
。
此
の
花
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
程

に
競
走
場
が
あ
る
の
で
、
花
見
が
て
ら

も
見
物
は
十
重
二
十
重
の
折
重
な
つ
て

非
常
の
盛
会
、
（
以
下
略
）

 

「
都
」
四
月
十
七
日

 

（
「
明
治
新
聞
記
事
目
録
」
足
立
史
談
会
）

と
あ
り
、
荒
川
堤
の
満
開
の
桜
並
木
の
風

景
に
、
当
時
あ
っ
た
一
銭
蒸
気
船
の
往
来
、

な
ん
と
も
華
や
か
な
会
場
の
様
子
と
自
転

車
レ
ー
ス
へ
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
千
住
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
昭

和
六
年
の
地
図
で
は
確
認
出
来
る
が
、
昭

和
十
一
年
の
地
図
で
は
す
で
に
住
宅
地
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
間
の
千
住
緑
町
の
分

譲
地
化
に
伴
い
消
え
て
し
ま
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

ま
た
右
下
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
大
正

十
年
（
一
九
二
一
）
頃
、
千
住
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
同
じ
く
桜
の
季
節
に
行
わ
れ
た
自
転

車
レ
ー
ス
の
様
子
を
写
し
た
貴
重
な
写
真

で
あ
る
。
モ
ノ
ク
ロ
だ
が
、
選
手
達
が
跨

る
の
は
競
技
用
自
転
車
で
、
よ
く
見
る
と

背
景
に
堤
上
の
桜
や
人
垣
の
様
子
も
確
認

出
来
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
自
転
車
競
争

が
ど
の
団
体
の
大
会
か
は
判
明
し
な
か
っ

た
。
先
述
の
東
京
輪
士
会
は
大
正
十
年
頃

に
は
羽
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
レ
ー
ス
会
場
と

し
て
お
り
、
千
住
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
使
用
し

て
お
ら
ず
、
別
団
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
国
内

代
表
選
手
の
集
ま
る
レ
ー
ス
が
、
か
つ
て

は
こ
こ
足
立
区
で
も
頻
繁
に
開
催
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
は
実
に
興
味
深
い
。

　

 

参
考
：
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物

館
「T

h
e
 A

m
u
s
e
u
m

」
第
二
七
号
「
埼

玉
県
と
自
転
車
」
奥
村
麻
由
美

　

（ 

な
お
、
自
転
車
文
化
セ
ン
タ
ー
に
国

内
自
転
車
レ
ー
ス
の
歴
史
に
つ
い
て

ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
）

 
（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）
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千
住
宿
は
幕
府
・
江
戸
城
の
御
用
市
場

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
昨
年
の
三
月

に
本
紙
上
で
紹
介
し
た
資
料
で
あ
る
（
『
足

立
史
談
』
五
六
五
号
）
。
詳
細
は
同
号
に

ゆ
ず
る
が
、
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年

に
幕
府
代
官
（
関
東
郡
代
）
の
伊
奈
忠
逵

（
い
な
・
た
だ
み
ち
）
に
対
し
て
「
千
住

掃
部
宿
市
場
」
の
名
で
米
穀
・
前
栽
（
野

菜
）
・
川
魚
の
三
分
野
の
問
屋
が
幕
府
・

徳
川
家
の
御
用
を
つ
と
め
る
こ
と
に
つ
い

て
「
請
証
文
」
（
引
き
請
け
た
こ
と
を
示

す
文
書
）
と
し
て
提
出
し
た
と
い
う
内
容

で
あ
る
。
以
後
、
明
治
に
至
る
ま
で
用
を

つ
と
め
て
い
た
。

【
御
用
市
場
請
証
文
】

（
１
６
丁
裏
～
１
７
丁
裏
）
白
紙

（
１
８
丁
表
）

　
　
　

差
上
申
一
札
之
事

足
立
郡
千
住
掃
部
宿
市
場
之
儀
、
旧
来
不

相
知
候
得
共
、
往
古
よ
り
御
用
等
も
相
勤
、

右
市
場
之
助
力
を
以
、
是
迄
相
続
仕
候
ニ

付
、
願
之
通
、
川
魚
前
さ
い
米
穀
定
市
場

被　

仰
付
難
有
仕
合
奉
存
候
、
向
後
、
御

用
之
節
ハ
無
滞
相
勤
可
申
旨
、
被
仰
付
奉

畏
候
、
右
御
請
証
文
、
差
上
申
処
如
件
、

　
　
　
　
　
　

足
立
郡

　
　
　
　
　
　
　

千
住
掃
部
宿

　
　
　
　
　
　
　
　

川
魚
問
屋

　

享
保
廿
卯
年
三
月　

惣
代　

伝　
　

吉

　
　
　
　
　
　
　
　

前
さ
い
問
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
代　

市
右
衛
門

（
１
８
丁
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　

米
穀
問
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
代　

平
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
代　

庄
左
衛
門

　
　

御
代
官
様

　
　
　
　

伊
奈
半
左
衛
門
様
也

　

こ
の
御
用
市
場
は
「
定
市
場
」
と
あ
る

よ
う
に
公
定
の
市
場
と
な
っ
た
。
江
戸
城

御
用
は
冒
頭
に
あ
る
と
お
り
「
往
古
よ
り

御
用
等
も
相
勤
」
て
い
た
と
あ
り
、
こ
の

と
き
か
ら
御
用
が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
。

　

川
魚
と
前
栽
、
そ
し
て
米
穀
と
い
う

の
は
千
住
の
周
辺
農
村
の
特
産
物
で
あ

る
。
他
の
伝
承
等
に
よ
る
と
江
戸
時
代
は

じ
め
頃
か
ら
市
場
が
発
展
し
て
い
っ
た
が
、

十
八
世
紀
に
は
御
用
市
場
を
ひ
き
う
け
る

実
力
を
併
せ
持
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

問
屋
た
ち
の
経
済
力
は
、
さ
ら
に
発
展

し
、
さ
ら
に
半
世
紀
が
過
ぎ
た
十
九
世
紀

初
頭
に
は
文
人
た
ち
の
交
流
の
場
と
な
る

文
化
的
な
繁
栄
の
基
礎
と
な
っ
て
い
く
。

そ
の
歴
史
的
経
過
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な

る
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

 
（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

資
料
と
し
て
の
前
掛
け

 

荻
原
　
ち
と
せ

　

「
配
り
も
の
の
手
拭
い
」
（
『
足
立
史
談
』

五
五
四
号
）
で
、
商
店
な
ど
が
配
っ
た
名

入
り
の
手
拭
の
こ
と
を
述
べ
た
が
、
同
じ

よ
う
に
配
り
物
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の

に
前
掛
け
が
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
、
帆
前

掛
け
と
も
よ
ば
れ
、
厚
手
に
織
ら
れ
た
綿

布
を
紺
で
染
め
て
、
文
字
や
屋
号
な
ど
を

白
抜
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
腰
の
あ
た
り

を
ヒ
モ
で
縛
る
。

　

か
つ
て
は
都
市
部
の
労
働
者
の
作
業
着

と
し
て
、
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
衣
服
の

汚
れ
を
防
ぐ
役
割
を
す
る
と
と
も
に
、
丈

夫
で
幅
広
な
ヒ
モ
を
腰
に
回
し
て
強
く
縛

る
こ
と
に
よ
る
腰
の
保
護
や
、
防
寒
な
ど
、

丈
夫
な
帆
布
の
特
徴
を
生
か
し
て
重
宝
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
染
め
抜
い
た
文
字
や

屋
号
が
宣
伝
の
役
割
も
し
た
。

　

商
店
名
や
製
品
名
が
染
め
抜
か
れ
た
前

掛
け
は
、
そ
の
店
舗
の
従
業
員
が
使
用
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
手
拭
と
同
様
に
取
引

先
や
お
得
意
さ
ま
へ
配
り
物
と
し
て
渡
さ

れ
た
。
こ
う
し
た
慣
習
は
自
動
織
機
が
使

わ
れ
、
織
り
が
容
易
に
な
っ
た
大
正
期
か

ら
、
広
が
り
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
掛
け
の
産
地
と
し
て
大
き
く
な
っ
た

の
は
愛
知
県
豊
橋
市
で
、
そ
の
生
産
は

一
九
五
〇
か
ら
七
〇
年
代
に
爆
発
的
に
広

ま
り
、
多
い
日
は
一
日
一
万
枚
が
出
荷
さ

れ
た
と
も
い
い
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
で
、
社

名
や
屋
号
が
入
っ
た
前
掛
け
を
作
っ
た
と

い
う
。
（
「
前
掛
け
の
歴
史
」
エ
ニ
シ
ン
グ

h
ttp

:/
/
w

w
w

.a
n
y
th

in
g
.n

e
.jp

/
a
b
o
u
t.

h
tm

l　

一
〇
月
三
日
）

　

区
内
の
事
業
者
が
作
っ
た
前
掛
け
も
い

く
つ
か
確
認
さ
れ
、
常
設
展
示
し
て
い
る

千
住
市
場
の
前
掛
け
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
ま
た
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
盛
ん
に

な
っ
た
区
内
の
菓
子
製
造
業
（
会
社
）
の

前
掛
け
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
会
社
を
名

乗
る
業
種
で
も
、
当
時
は
前
掛
け
を
便
利

に
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

写
真
の
前
掛
け
は
、
古
紙
等
の
回
収
業

の
前
掛
け
で
あ
る
。
現
在
は
存
在
し
な
い

が
、
本
木
町
は
か
つ
て
、
す
き
返
し
紙
の

生
産
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
区
内
の
産

業
の
歴
史
を
表
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

区
内
の
事
業
者
が
製
作
し
た
前
掛
け
は

ほ
か
に
も
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
前

掛
け
を
お
持
ち
の
方
は
、
郷
土
博
物
館
に

是
非
ご
寄
贈
下
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
越
川
商
店
に
つ
い
て
も
情

報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

 

（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

千
住
掃
部
宿
の
「
旧
書
留
」
か
ら
⑨

千
住
、
御
用
市
場
と
な
る

 

多
田
　
文
夫
　


